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2P・↑005　　 乳児期 の ビ フ ィ ダス 7 ロ
ー

ラ形成 と宿主 の 生育 ・

　　　　　　　健康状態の 関連 性解析
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【目的】 生後 まもな く乳児 腸管 に形 成 され る ビフ ィ ダス フ ロ ーラは 、安

定 で 健康 な腸 内環境 に 重要 で あ る と 言われ て い る。本 研究で は、ビフ ィ

ズ ス 菌数の簡 易測定法 を確 立 し、乳児に おけ る ビ フ ィ ズ ス 菌の 定着 と 宿主

の 生育 ・健康 状態 との 相関 を解 析 した。　 【方法】 計53 名 の乳 児か ら生後

1，2 ヶ 月時の 糞便サ ン プル を採 集 し、授乳形態、排便 状況、体重、さら に

生 後1年 後の ア レル ギ ー
罹 患に 関す る ア ン ケ

ート調査 を実施 した 。糞便 か

らFTA カ ードを用 い て 細菌DNA を抽 出後、ビ フ ィ ズ ス 菌 の 16S　rDNA 量 を

定 量 PCR に よ って 測 定 し、糞便 lg中当 た りの ビ フ ィ ズ ス 菌 数 を 求 め た。
そ して 、各 ア ン ケ ート項 目 と の関 連 性 を 統 計 解 析 した。　 【結 果 】 生 後2 ヶ

月 時 の混 合 乳栄養 児 と母 乳 栄養児 の ビ フ ィ ズス 菌数 を 比 較 し た と こ ろ、
混 合乳栄養児 に お い て有 意 に高 か っ た（p＝0、eOll）。また、生後 1、2 ヶ 月時

の排 便頻度 の 高い 乳児（1 口平均 4回 以 上）と低 い 乳児の ビ フ ィ ズ ス 菌数 を比

較 したと こ ろ 、排便頻度 の低 い 乳児 に お い て 有意 に 高か った （p
＝5．3e−05、

p
＝0．Oe41 ）。また 、低体重 児（生 後2 ヶ 月 時に お い て 5000g 以下 ）に は 、ビ

フ ィ ズ ス 菌数が 109／g 以 トの 被験 者の 割合が 多 い傾 向に あった （声
＝0．062）。

ビ フ ィ ズ ス 菌数 と生 後1年 間の ア レ ル ギ ー
罹患 と の 相 関は 見 られ な か っ

た 。　 【考察】 人工 乳が 母乳 に よ る ビフ ィダ ス フ ロ ーラ形成誘導を 補助 して

い る 可能 性 が 示唆 され た。ま た 、ビフ ィ ダ ス フ ロ ーラ と宿 主 の 生 育 に何 ら

か の 関連性 が あ る こ とが 示 唆 され た。

Impact 　of 　Btfidobacterium 　colonization 　in　infancy 　on 　host
health 　and 　growth
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【目的 】脂 質 を菌 体内に 蓄積す る担 子菌 系酵母 と し て知 られ る Cr
）
’Ptac・［cza∫

属酵母は 、多種の 糖を 資化 ・利用 す る こ と が で き る た め 、非食用資材か ら

の 脂質合成 と い う面で 、食料 ・燃 料等 の産業 へ の 応 用 が 見 込 まれ て い る。
そ こで 、本研究 で は 、脂 質産生新規 Cl）PtOCOCc

・
tss属酵 母 の取 得 を 目指 し、自

然界 よりCryPtoco“’us 属酵母 を分離 し、そ れ らの 機能 と新規 性 を 調 べ 、分 類

学的研究を行った。
【方法】千葉県木更津市 に て 、土 壌34 サ ン プル 及び植物の 葉 （ス ダジ イ）

14サ ン プ ル を 採取 し、窒 素源枯渇培地2種 と5種 の塘 を炭素源 とす る計7種
類 の 寒 天 培 地 に塗 末 した 。実体顕 微鏡下 で コ ロ ニ

ー一
を観察 し、酵母状 コ ロ

ニ ーを選 抜 ・分 離 した 。分離 した 酵母 菌 にっ い て、26S　rDNA 　DI ／D2 領域

の 塩基配列 を 決 定 し、分 子系 統解 析 に よ り種 の 同 定を 行った ．得 られた 新

thCrJPtococcu．属 酵母 に っ いて は常 法 に従 い分 類 学 的 特 徴 を調 べ た 。
【結果】 合計249 株を分 離 し、そ の う ち 204株が 担 了 菌 系 酵 母 で あ った 。

その ほとん どが Cr）
，PtOCOCCtss属 037株 ）、次 い で Rfiodoterula属 （24株 ） 、

．S’p・r・bolo・qyees属 （17 株） で あ っ た。新種候 補株 は 84％ を 占め 、分 離 した

多 くが 新 規分類群で ある ・∫能性 が示 唆 され た。新種候補 の 172株 は 、26S
rDNA 　DI〆D2 領域 に基づ く系統樹 か ら 77 の ク レ

ー
ドに 分か れ、そ の ほ とん

ど が 分離培地 NDM と2％ Gluc。se 培地 を用 い て 分離 された もの だ っ た。新

規 ＆）
・Ptococcustuと思 わ れ た 酵母は 、137株 中82株で 35 の ク レ

ー
ドに 分かれ

た e これ ら新 規 分 類 群 に対 し、脂質生 産性 と 生理 性状試験 等を行い 既知菌

と 比 較 した 結果を 報告 す る。
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【目的 】パ イ オ燃 料 生 産 を 念頭 に お い た新 規優 良 株 の 探 索 を 目的 に、タ イ

王 嗣 の様 tt な試 料 よ り、バ イ t エ タノ ール や そ の 他 バ イオ 燃 料 中 間 物 質生

産 のた め の nQn −sαccharom コ
ces 属酵母 の分 離を行った 。そ の う ち、グ ル コ ー

ス

か らの エ タ ノ ール 発酵能 を有す る 酵母と キ シ ロ ース あ るい は キ シ ラ ン を炭

素源 と して 資化で きる酵母に っ い て 選抜 し、分類学的諸性質を調べ た。木

発表で は、新規キ シ ラ ン 分解酵母 に っ い て報告す る．
【方法 及 び結 果 1 タ イ工 国東 部 を中心 に 、植物、土 壌、発酵食 品 を収

集 し 、数 種類 の 培地 を 用 い て 分離 した 。得 られ た 278 株 に っ い て 、26S

rDNA 　DVD2 領域 の 塩 基 配列 に 基 づ く分子系統 解析 の 結果、10株 に 対 し

9っ の 新 規 分類 群 が 示 唆 され た 。そ の う ち の トウ モ ロ コ シ と ワ ラ よ り分

離 され た2株 は、Candida　Subitm ’kiiに 最 も近 縁 で あ った が そ の類 似 度 は 低 く

（〈 94．2％ ）、か っ 生理 生化学性 状 も既 知種と は 異 な っ て い た こ と か ら、
SPathasPoraク レ

ー
ドの 新種 と結論 し、翫 顧 面 ザα吻 伽 sp．　nQV．を提案 した

1／。
本種は 、植物 の細胞壁 の ヘ ミセ ル ロ

ー
ス の 主成 分で あ るキ シ ラ ン を資化す

る酵母で あ り、か っ 細胞内に 多量の オ イル を蓄積す る性質を持って い たe
／）Chanita　et　at．．　int．y．　Sv∫t．　Evot．ノldicrobioL．in　prcss　2010．

2P−1008　　 酵母 遺 伝子 破壊株 コ レ ク シ ョ ン を利 用 した低 温増

　　　　　　　殖 に必 要 な遺伝子の 同定

　　　　　　○ 北川 孝雄
1，「
．1・梶 嘉宏

Z
，児玉 由紀子

2

，星 田 尚司
［
，

　　　　　　　赤 田 倫治
1

　　　　　　 （
］

山 口大 院 ・医学系研究科，
Z
サ ン トリーホ

ール デ ィ ン

　　　　　　　グス ）

低 温で は 細胞膜 の 流動性 や細胞 内の 酵素活 性 の低 下が予 想 さ れ、増 殖に

は 遺伝 子発現や 細胞 内の 機 能 を変化 させ る 必要が あ る。出芽 酵母で は 、
生 育 に必 須 で な い約 4800の 遺伝 子が破 壊 され た 酵母遺伝 子破壊株 コ レ ク

ン ヨ ン が 作製 さ れ て い る。こ の コ レ ク シ ョン を利 用 して 高圧、低温 環境

に 必 要 な遺伝 予 が 1倍体の コ レク シ ョン で 同定 され て お り、低温 と高圧に

必 要 な遺伝子 がオ ーバ ーラ ッ プする こ と が 明 らか と な って い る （Abe 　and

Minegishi ．2008 ）。私た ち は2倍体 の コ レ クシ ョ ン を 利 用 して 低 温増 殖に

必 要 な遺伝 子をYPD プ レート上で 10℃ で ス ク リーニ ン グ した 。4630株を

ス ク リ
ー

ニ ン グ した結 果、127 の遺伝 子 破壊株が 10℃で 増 殖 欠 損 を 示 す こ

と が 分か った 。127 遺伝子の うち、Abe 　and 　Minegishiの遺伝子 は 16個 含 ま

れ 、従 来の ス ク リーニ ン グ結果 とは異 なった遺伝 子群 を取 得す る こと が で

き た。これ ら の 遺 伝子の うち 、半 分は rRNA や リボ ソ
ー

ム タ ン パ ク の 合 成

や 成 熟 に 必 要 な 遺 伝 子 で あった。低温で の 増殖 に 必 要 な遺伝子 がバ ク テ リ

ア や 酵母 で 取 得 され 、リボ ソ
ーム生 合 成 を 阻 害す る薬 剤変異 株 などは低

温 感受性 を示 す こ と が知 られ て い る 。低 温 環 境で は リボ ソ
ー

ム 生合 成が

最 優先 される機能 で あ る こ とが網羅 的 な データか ら 示唆 され た 。ま た 、
20 ℃で も増殖で きない 遺伝 予破壊株を5株 （drs2△，vd ［50△，rtJl △，rpl39 △C，
rpc53 △N＞を同定 するこ とがで きた。　 drs2△，edc50 △．型 ノム株は 、低 温 環 境
で は細胞周期 が G2 〆M 期で 停止をする こ とが分 か っ た 。
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